
 

７日(火) 礼拝・フッ化物洗口(５歳児) 

８日(水) 検尿 

１３日(月) トライやるウィーク・うさちゃん教室 

１５日(水) 英語であそぼう 

１６日(木) お兄さんとあそぼう(４・５歳児) 

２０日(月) 礼拝・フッ化物洗口(５歳児) 

２２日(水) タッチプール【青葉会主催】 

２３日(木) 内科検診 

２８日(火) ５歳児バス遠足 

３０日(木) 視力検査(５歳児) 

園だより 

 ７日に検尿容器を配布します。 

 

１３日(月)～１７日(金) 

岩屋中学校の生徒さん７名が職業体験に来られ

ます。 

月１回、聖隷淡路病院勤務をし、FC 淡路に所

属している地元サッカー選手のお兄さんが来園

し、レクリエーションや運動遊びを子どもたち

と一緒にしてくれます。 

 

内科検診は 9:30 開始です。遅れないよ
うに登園をお願いします。 

５月 予定 

６月の予定 
  ３日(月) 花の日          

１２日(水) 歯科検診(0.1.2.3 歳児) 

 １８日(火) 眼科検診(5 歳児) 

１９日(水) 歯科検診(4.5 歳児) 

聖隷こども園夢舞台 
園長 中野理恵 
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新入園児紹介 

 

おともだちと たくさんあそぼうね♪ 

４月はイースター(復活祭)がありました。 
クラスでそれぞれの「たまご」を製作をしたり、「たまご探しゲーム」をしたり
しながら、新しく始まる嬉しい日を迎えましたよ。 

お願い 
登降園時に使用するタッチパネルは、

必ず保護者の方が行ってください。 

子どもが触ってしまうと他のご家庭

との打ち間違いなども起こり得ます。 

ご協力をお願いいたします。 

お知らせ 

野上あゆみ保育園(宝塚)へ 

保育研修に行きます。 

４月～ ７月  

８月～１１月  

１２月～ ３月  

キリスト教保育をしっかりと学び、 

パワーアップして戻ってきます！！ 

たまごどこどこ～？ 

ほら、みつけたよ～！ 

きれいな「たまご」 

でしょ～♪ 

 

 

 

たまご塗りをしたよ～♪ 
上手に塗れたでしょ☆ 

 

 

たまご転がしスタート！  

たまご投げ 
がんばるぞ～！！ 

淡路島「木育」推進プロジェクト 
木製玩具で遊んだり木製品などに触れてもらうこと
を通じて、木の良さを感じたり、健全な森林の育成に
つながることを知ってもらう活動があります。 
今年度、木製玩具・遊具を貸し 
出していただけることになりました。 
 
5/13～5/17 の５日間、 
子どもたちと五感を使って 
楽しみたいと思います。 
園庭開放日も使用できますので、 
是非遊びに来てくださいね。 

 新年度からあっという間に１か月が過ぎました。子どもたちも少しずつ新しい環境にも慣れ、新

入園児のお友達も表情が柔らかくなってきました。大きい組の子どもたちは、０．１歳児のお友だ

ちと出会うとあやしたり優しく触れたり、ぐんとお兄さん、お姉さんの表情を見せてくれます。 

新しいお友だちや先生との関係を構築していく中で、楽しいことや素敵な成長をいっぱい感じるこ

とも多いのですが、その成長の過程で起こりうるトラブルもたくさんあります。ご家庭においては

起こりうることのない噛みつきや怪我など、安全であるはずの園で起こることに驚かれることもあ

るかと思います。我が子が傷つけられたり傷つけたりすることに心を痛めることでしょう。それは

私たち保育士も同じ気持ちでいます。 

特に１、２歳児では個々の関りから、少しずつ友だちとの関りに発展していきます。その中で、気持

ちのコントロールが身発達な１,２歳児では、言葉で十分に気持ちを伝えられないがゆえに、友だち

を押してしまう、噛みついてしまうなどのトラブルが起こってしまいます。だからと言って「起こ

っても仕方がない」ということではなく、職員間で何故、嚙みつきが起きたのか、遊びが十分でなか

ったのか、職員の立ち位置はどうだったか、など話合い同じ間違いが起きないようにするにはどう

したらよいかを話し合っています。言葉では表現できない乳児さんだからこそ丁寧な関りをしたい

と考えています。 

３歳児以降では、喧嘩などの人間関係でのトラブルが増えてきますが、子どもたちは他者とぶつか

り合いながら、人間関係の築き方を学んでいきます。すべてを止めるのではなく、私たち大人が、子

どもたちの背景にある状況をしっかりとくみ取り、言葉で伝える方法や相手の気持ちに気付く声掛

けをしていくことが大事だと思っています。子どもたちの声に耳を傾けてくださる中で、不安や不

信に思うことがありましたら、担任や事務所に声をかけていただきたいと思います。一緒に考えて

いきましょう。 


